
凡

例

一
、
こ
の
報
告
書
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
史
料
の
第
八
冊
で
、
平
城
官
発
掘
調
査
報
告
の
第
八
冊
に
あ
た
る
。

一
、
こ
の
報
告
書
は
、

『平
城
官
木
簡

一
』
に
つ
づ
く
も
の
で
、
『平
城
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
０
』
（昭
和
一一一九
年
）、

『
同
⑤
』
（昭
和
四
〇
年
）
に
略
報
告
し
た
も
の
の
正
報
告
で
あ
る
。
釈
読
が

『概
報
』
と
異
な
る
も
の
が
相
当
数
あ
る
が
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
は
本
報
告
書
の
釈
文
に
よ
ら
れ
た
い
。

一
、
図
阪
の
配
列
順
序
は
、
発
掘
調
査
の
次
数
順
に
し
た
が
い
、
そ
の
な
か
で
は
出
土
遺
構
ご
と
に
ま
と
め
た
。

一
、
出
土
遺
構
の
な
か
の
木
筒
の
配
列
は
、
後
述
す
る
木
街
の
内
容
分
類
に
よ
り
、
文
書
、
貢
進
物
付
札
、
物
品
付
札
、
そ

の
他
の
順
に
な
ら
べ
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。

一
、
木
衝
番
号
は

『平
城
官
木
簡

一
』
か
ら
の
通
し
番
号
で
死
兵
か
ら
氏
瑠
を
収
め
た
。

一
、

『平
城
官
木
筒

一
』
で
は

一
点

一
画
の
墨
付
の
あ
る
も
の
も
す
べ
て
収
め
た
が
、
こ
の
報
告
書
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な

削
婿

・
細
片
の
類
は
収
載
し
な
い
こ
と
に
し
た

（第
１
表
参
照
）。
但
し
、
墨
書
の
残
画
は
少
く
て
も
、
形
態
上
と
り
あ
げ

る
べ
き
も
の
は
採
録
し
た
。

一
、
図
版
の
左
下
に
付
し
た
図
版
名
称
は
、　
平
城
官
木
衝
の
記
載
内
容
の
分
類
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。　
内
容
は
大
き
く
文

書

・
付
札

。
そ
の
他
の
三
種
類
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。



文
詈
　
つ
ぎ
に
掲
げ
る
物
資
の
付
札
に
対
し
て
、
諸
官
衡
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
様
々
の
文
書

・
記
録

・
官
人
の
書
状
な

ど
を

一
括
し
て
文
書
と
総
称
す
る
。
こ
れ
は
さ
ら
に
、
そ
の
書
式
に
よ
っ
て
狭
義
の
文
書
と
帳
簿

。
伝
票
な
ど
の
記
録

に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

文
書
　
狭
義
の
文
書
と
は
、
書
式
上
何
ら
か
の
形
で
授
受
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も
の
を
指
す
。
文
書
の
差
出

者

・
受
取
者
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
充
所
は
な
い
が
い
ず
れ
か
に
差
し
出
し
た
こ
と
を

示
す
用
語

（た
と
え
ば

「請
」
な
ど
）
が
あ
る
も
の
も
こ
の
な
か
に
含
ま
れ
る
。
今
回
収
録
し
た
も
の
で
は
、
食
料
請

求
文
書
、
進
物
状
、
官
人
召
喚
状
、
過
所
、
官
人
の
啓
状
な
ど
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。

帳
簿

・
伝
票
　
狭
義
の
文
書
に
対
し
て
、
文
書
の
授
受
関
係
が
切
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
、
た
と
え
ば
物
資
の
出
納
、

仕
丁
の
就
労
、
奴
婢
の
逃
亡
な
ど
に
関
す
る
記
録
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

付
札
　
】」
れ
に
は
中
央
政
府
に
貢
進
さ
れ
る
調

・
庸

・
中
男
作
物

・
贄

・
春
米

・
交
易
物
な
ど
に
付
せ
ら
れ
た
も
の
と
、

諸
官
行
が
物
品
の
保
管

・
整
理
の
た
め
に
つ
け
た
も
の
の
二
種
類
が
あ
る
。
前
者
を
荷
札

・
後
者
を
付
札
と
仮
り
に
呼

ん
で
両
者
の
別
を
示
し
た
。

そ
の
他
　
習
書

・
楽
書

・
記
載
内
容
の
不
分
明
な
断
簡
類
が
含
ま
れ
る
。

な
お
削
層
の
う
ち
、
内
容
の
切
ら
か
な
も
の
は
右
記
の
分
類
に
し
た
が

っ
て
図
版
に
配
列
し
、
不
分
明
な
も
の
は
削
居
と

し
て

一
括
し
て
収
め
た
。

一
、

「解
説
」
の
構
成
は
総
説
と
釈
文
の
二
篇
と
し
、
前
者
で
は
木
筒
の
出
土
状
況

・
伴
出
遺
物
に
つ
い
て
必
要
最
少
限
の



解
説
を
付
し
、
あ
わ
せ
て
出
土
遺
構
ご
と
の
木
簡
の
概
要
を
記
述
し
た
。

一
、
釈
文
は
木
簡
番
号
に
し
た
が
っ
て
配
列
し
、
図
版
写
真
で
な
お
判
然
と
し
な
い
木
簡
の
形
状

。
内
容
に
つ
い
て
必
要
最

少
限
の
補
注
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

一
、
釈
文
の
異
体

・
略
体

舎
体
）
文
字
は
正
字
体
に
改
め
る
の
を
原
則
と
し
た
。
但
し
、
つ
ぎ
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は

も
と
の
字
体
の
ま
ま
に
融
宇
し
た
。

（　
）
内
は
正
宇
体
。

乱
（飢
）

万
（萬
）

ム
（某
）

余
（餘
）

礼
（進
）

塩
（酉
）

体
（誦
）

弥
（輛
）

弥
（繭
）

鹿
（巖
）

一
、
釈
文
上
段
の
平
体
和
数
字

舎

シ
ッ
ク
）
は
木
簡
番
号
を
示
す
。

一
、
釈
文
下
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、　
木
簡
の
長
さ

。
幅

・
厚
さ
を
示
す

（単
位
は
ヽヽヽ
リ
メ
ー
ト
と
。　
欠
損
し
て
い
る
も
の

は
現
存
部
分
の
法
量
を
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。
最
下
段
の
四
桁
の
数
字

（イ
タ
リ
ッ
ク
）
は
型
式
番
号
を
示
す
。

一
、
編
者
に
お
い
て
加
え
た
文
字
に
は
す
べ
て
次
の
二
種
の
括
弧
を
施
し
た
。
括
弧
は
原
則
と
し
て
右
傍
に
加
え
た
が
、
割

書
等
に
お
い
て
は
、
組
版
の
都
合
上
左
傍
に
施
し
た
場
合
も
あ
る
。

〔　
　
〕
　

校
訂
に
関
す
る
注
の
う
ち
、
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文
字
を
含
む
も
の
。

（　
　
）
　

右
以
外
の
校
訂
注
お
よ
び
説
切
注
。

一
、
本
文
に
加
え
た
符
号
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

苺
ヽ
　
　
　
抹
消
し
た
宇
画
の
あ
き
ら
か
な
場
合
に
限
り
原
字
の
左
傍
に
付
し
た
。

■
　
■
■
一　
抹
消
に
よ
り
判
読
困
難
な
も
の
。



□

□

口
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

日
Ｈ
日
□
　
久
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
急
の
。

岡
――
日
回
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

口
　
口
　
　
記
載
内
容
か
ら
み
て
上
ま
た
は
下
に
少
く
と
も

一
字
以
上
の
文
字
を
推
定
し
た
も
の
。

「　
　
」
　

異
筆
、
追
筆
。

「
―
　
　
　
合
点
。

・　
　
　
　
木
簡
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

力
　
　
　
　
編
者
が
加
え
た
注
で
疑
間
の
残
る
も
の
。

マ
マ
　
　
　
文
字
に
疑
間
は
な
い
が
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

＝
・　
　
　
　
組
版
の
関
係
で

一
行
の
も
の
を
二
行
に
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
初
行
末
尾
と
二
行

日
の
頭
部
に
こ
の
記
号
を
付
し
て
、
本
来

一
行
と
し
て
つ
な
が
る
こ
と
を
示
し
た
。

一
、
釈
文
の
最
下
段
に
四
桁
で
示
し
た
型
式
番
号
は
、
木
筒
の
形
態
を
示
し
、
つ
ぎ
の
一
五
型
式
か
ら
な
る
。

８
置
型
式
　
短
冊
型
。

８
工
型
式
　
短
冊
型
で
、
側
面
に
孔
を
穿

っ
た
も
の
の
。

３
‘
型
式
　
短
冊
型
と
推
定
で
き
る
も
の
。

３
褪
型
式
　
小
形
矩
形
の
も
の
。



３
罵
型
式
　
小
形
短
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

３
雷
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。
方
頭

・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

３
鴛
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

３
毬
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

８
３
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は
折
損
あ
る
い
は
腐
徴
し
て
不
明
の
も
の
。

８
盟
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

８
愁
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
端
は
折
損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
現
の
屯
の
。

３
２
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

８
ａ
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

８
留
型
式
　
折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

８
潔
型
式
　
削
居
。

一
、
参
照
し
た
研
究
書

・
論
文
等
の
文
中
引
用
は
、
報
告
書
の
性
格
上
最
少
限
に
と
ど
め
た
。
ま
た
と
く
に
竹
内
理
三

・
山

田
英
雄

・
平
野
邦
雄
編

『
日
本
古
代
人
名
辞
典
ス
既
刊
六
冊
）
、
池
辺
　
爾

『和
名
類
乗
抄
郷
名
考
證
』
、
関
根
真
隆

『奈

良
朝
食
生
活
の
研
究
』
は
そ
の
つ
ど
引
用
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
全
篇
に
わ
た
り
参
照
し
た
こ
と
を
明
記
す
る
。

一
、
当
研
究
所
の
刊
行
物
は
文
中
引
用
の
際
つ
ぎ
の
よ
う
な
略
称
を
用
い
た
。

『概
報

一
』
Ｇ
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概

報
０
り
、
『解
説

一
』
∩
平
城
宮
木
簡
一　
解
説
し
、
『平
城
宮
報
告
Ⅵ
』
金
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
Ⅵ
し
、

『年
報

一
九
六
八
』



令
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
一
九
六
八
し

一
、
木
簡
の
釈
文
作
成
に
つ
い
て
は
、
赤
松
俊
秀
、
門
脇
禎
二
、
岸
俊
男
、
鈴
木

一
男
、
直
木
孝
次
郎
、
平
野
邦
雄
、
福
山

敏
男
の
諸
先
生
に
種
々
ご
指
導
頂
い
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

一
、
英
文
要
約
は
、　
子
不
ス
コ
・
ア
ジ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー
の
昇
隆

一
文
化
事
業
部
長
の
ご
斡
旋
で
、
西
江
サ
ラ

・
ア
ン
女
史

に
作
成
し
て
頂
い
た
。
融
訳
の
正
確
を
期
す
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
ご
努
力
下
さ
っ
た
同
女
史
に
深
謝
し
た
い
。

一
、
こ
こ
に
収
録
し
た
木
簡
の
発
掘
整
理
お
よ
び
報
告
書
作
成
過
程
に
お
け
る
討
議
に
は
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部
全
員
が
あ

た
っ
た
。
報
告
書
の
執
筆
作
成
は
、
主
と
し
て
坪
井
清
足
、
田
中
稔
、
狩
野
久
、
佐
原
真
、
工
楽
善
通
、
横
田
拓
実
、
鬼

頭
清
明
、
加
藤
優
、
黒
崎
直
、
東
野
治
之
、
今
泉
隆
雄
、
綾
村
宏
、
山
本
忠
尚
が
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
写
真
撮
影
お
よ
び

コ
ロ
タ
イ
プ
用
原
板
作
製
に
は
、
渡
辺
衆
芳
、
八
幡
扶
桑
、
佃
幹
雄
、
藤
村
礼
子
が
あ
た
り
、
原
稿
の
浄
書

・
校
正
は
、

泉
谷
聖
子
、
毛
利
光
用
子
が
た
す
け
た
。




